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今
回
の
署
名
活
動
は
、
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
に
向
け
て
、
た
ば
こ
対
策

に
抜
本
的
に
取
り
組
む
姿
勢

を
示
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、

更
に
、
日
本
の
受
動
喫
煙
に

よ
る
健
康
被
害
へ
の
対
策

は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
か
ら
〝
世
界
最
低
レ
ベ

ル
〟
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
現

実
が
あ
る
こ
と

─
と
い
っ

た
現
状
を
受
け
、
屋
内
に
お

け
る
喫
煙
は
単
な
る
マ
ナ
ー

や
嗜
好
の
問
題
で
は
な
く
、

健
康
被
害
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
〝
国
民
の
健
康
を
守
る

専
門
家
集
団
〟
と
し
て
、
例

外
規
定
や
特
例
を
設
け
る
こ

と
な
く
受
動
喫
煙
の
防
止
対

等
で
亡
く
な
ら
ず
に
済
ん
だ

と
い
う
推
計
も
あ
る
」
と
し

た
。ま

た
、
「
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け

て
、
た
ば
こ
の
な
い
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
全

体
で
例
外
規
定
や
特
例
を
設

け
る
こ
と
な
く
国
際
水
準
の

受
動
喫
煙
防
止
法
を
制
定
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
」

と
強
調
。

厚
労
省
が
受
動
喫
煙
防
止

対
策
を
強
化
す
る
法
案
の
成

立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
法
案
提
出
に
は
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
非
常
に
残
念
だ
」
と
し
た

上
で
、
「
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら
全

て
の
国
民
を
守
る
こ
と
こ
そ

が
目
指
す
べ
き
国
際
標
準
で

あ
り
、
法
案
を
一
歩
で
も
前

に
進
め
る
た
め
に
、
日
医
で

は
、
日
歯
、
日
薬
、
日
看
協

と
共
に
署
名
活
動
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
の
理

解
と
協
力
の
下
、
２
６
４
万

３
０
２
３
筆
も
の
署
名
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
報

告
し
、
署
名
活
動
へ
の
協
力

に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
し

た
。堀

憲
郎
日
歯
会
長
は
、
喫

煙
は
、
口
腔
、
特
に
歯
周
病

に
お
い
て
、
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
多
く
の
文
献
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
指

摘
。
「
平
成
17
年
に
『
日
歯　

禁
煙
宣
言
』
を
し
て
以
来
、

一
貫
し
て
受
動
喫
煙
防
止
を

訴
え
、
禁
煙
に
向
け
た
適
切

な
対
応
を
と
る
よ
う
に
発
信

し
て
き
た
」
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
「
受
動
喫
煙
、
喫
煙

に
対
し
て
は
、
世
界
レ
ベ
ル

か
ら
見
て
恥
ず
か
し
く
な
い

措
置
を
講
じ
た
上
で
、
今
後

も
、
医
療
関
係
団
体
で
団
結

し
、
こ
の
成
果
が
実
を
結
ぶ

よ
う
に
行
動
し
て
い
き
た

い
」
と
し
た
。

山
本
信
夫
日
薬
会
長
は
、

日
薬
で
も
平
成
15
年
に
禁
煙

宣
言
を
行
い
、
現
在
で
は
、

47
都
道
府
県
の
薬
剤
師
会
館

全
て
が
禁
煙
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。
「
喫
煙
、
受

動
喫
煙
に
伴
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
疾
病
が
起
き
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
健
康
で
安
全
な
生

活
を
す
る
上
で
は
、
受
動
喫

煙
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で

あ
る
」
と
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
「
56
年
振
り
の
開
催
と

な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
街
の

翌
10
日
、
横
倉
会
長
は
、

堀
日
歯
会
長
、
山
本
日
薬
会

長
、
福
井
日

看
協
会
長
、

羽
生
田
俊
参

議
院
議
員
と

厚
労
省
を
訪

れ
、
加
藤
勝

信
厚
労
大
臣

に
「
受
動
喫

煙
防
止
対
策

を
強
化
・
実

現
す
る
た
め

の

署

名

活

動
」
で
集
め

ら
れ
た
署
名

の
一
部
と
共

に
、
要
望
書

「
例
外
規
定

の
な
い
受
動

喫
煙
防
止
対
策
の
強
化
・
実

現
に
つ
い
て
」
（
全
文
は
日

医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
を

提
出
し
た
。

今
回
の
要
望
書
は
、
署
名

活
動
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く

す
た
め
、
受
動
喫
煙
防
止
対

策
を
強
化
す
る
法
の
次
期
国

会
で
の
成
立
を
早
急
に
実
現

す
る
こ
と
を
政
府
に
強
く
求

め
る
た
め
に
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

横
倉
会
長
は
、
署
名
活
動

の
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
た
ば
こ
が
健
康
に
与
え

る
害
に
つ
い
て
改
め
て
説

明
。
「
多
く
の
国
民
の
声
を

踏
ま
え
、
ぜ
ひ
、
受
動
喫
煙

防
止
対
策
の
強
化
を
進
め
て

欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
厚

労
大
臣
は
、
「
２
６
０
万
人

を
超
え
る
今
回
の
署
名
活
動

の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
て

い
る
」
と
回
答
。
そ
の
上
で

「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
関
し
て
は
、
多
く
の
人

達
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら

れ
て
い
る
と
思
う
。
安
倍
晋

三
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
も
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
受
動

喫
煙
対
策
を
徹
底
す
る
た

め
、
必
要
な
法
案
を
国
会
に

提
出
す
る
よ
う
指
示
を
受
け

て
お
り
、
関
係
者
の
方
々
の

話
も
聞
き
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
法
案
を
ま
と

め
、
国
会
に
提
出
し
た
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

─四師会

加藤厚労大臣に
                要望書提出

策
を
強
化
・
実

現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で

あ
る
。

横
倉
義
武
会

長
は
、
合
同
記

者
会
見
で
、
署

名
活
動
を
実
施

す
る
に
至
っ
た

経
緯
を
改
め
て

説
明
す
る
と
と

も
に
、
た
ば
こ

は
肺
が
ん
に
限

ら
ず
、
脳
卒
中

や
虚
血
性
心
疾

患
な
ど
の
循
環

器
疾
患
や
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患

（
Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ
）

な
ど
の
呼
吸
器

疾
患
、
更
に
は

生
活
習
慣
病
の

糖
尿
病
、
歯
周

病
な
ど
多
く
の

疾
患
の
要
因
で

あ
る
こ
と
が
科

学
的
に
証
明
さ
れ
て
お
り
、

喫
煙
が
原
因
と
さ
れ
る
年
間

死
亡
者
数
は
約
13
万
人
と
推

計
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言

及
。
「
た
ば
こ
は
喫
煙
者
本

人
の
み
な
ら
ず
、
受
動
喫
煙

と
い
う
形
で
非
喫
煙
者
の
健

康
に
も
害
を
及
ぼ
し
、
受
動

喫
煙
を
受
け
な
け
れ
ば
、
年

間
１
万
５
０
０
０
人
が
が
ん

四
師
会
合
同
記
者
会
見

　四師会（日医、日本歯科医師会、日本薬剤師会、日本看護協会）は8月9日、
厚生労働省で合同記者会見を行い、本年5月より全国民を対象に実施していた、
「受動喫煙防止対策を強化・実現するための署名活動」の集計結果を報告した。

中
で
た
ば
こ
が
吸
わ
れ
て
い

な
い
状
況
下
で
行
わ
れ
る
た

め
に
も
、
早
期
に
国
際
水
準

に
見
合
っ
た
規
制
が
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
し

た
。福

井
ト
シ
子
日
看
協
会
長

は
、
女
性
の
視
点
か
ら
、
受

動
喫
煙
で
胎
児
の
成
長
が
止

ま
っ
て
し
ま
い
、
小
さ
な
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

胎
児
へ
の
影
響
を
懸
念
。
ま

た
、
日
看
協
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
禁
煙
対
策

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
言

及
し
た
上
で
、
「
受
動
喫
煙

の
対
策
を
進
め
て
頂
き
、
例

外
規
定
や
特
例
の
な
い
法
制

化
を
望
み
た
い
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
横
倉
会
長
は
、

約
２
７
０
万
筆
に
も
及
ぶ
非

常
に
多
く
の
署
名
数
に
つ
い

て
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
示

す
と
と
も
に
、
「
今
回
の
結

果
は
、
国
民
の
健
康
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
の
現
れ
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
医

療
の
充
実
、
更
に
は
社
会
保

障
の
充
実
に
向
け
て
、
医
療

提
供
の
担
い
手
で
あ
る
四
師

会
が
共
に
、
今
後
も
引
き
続

き
尽
力
し
て
い
く
」
と
の
決

意
を
表
明
し
た
。

※�日医ホームページに、上記内容のポスター版のデー
タを掲載していますので、ぜひご活用下さい。

264 万人を超える署名、
ありがとうございました。
264 万人を超える署名、
ありがとうございました。

私たちは国民一人ひとりの健康を第一に考え、
このたび受動喫煙の防止対策を強化するための署名活動を実施しました。

日本全国より2,643,023名 （8 月8 日現在）のご署名をいただくことができました。
ここに皆さまに感謝を申し上げるとともに、

今後も例外や特例を設けることのない受動喫煙防止対策の実現に向けて、
さまざまな活動を続けてまいります。

受 動 喫 煙 を防ぐことは、あなたのそばにいる
大切な人を守るための「愛」です。

詳しくは▶ 禁煙は愛 検索

受動喫煙を防ぐことは、あなたのそばにいる
大切な人を守るための「愛」です。
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都
道
府
県
医
師
会
生
活
習

慣
病
（
糖
尿
病
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

等
）
担
当
理

事
連
絡
協
議

会
が
８
月
２

日
、
日
医
会

館
小
講
堂
で

開

催

さ

れ

た
。同

協
議
会

は
、
健
康
増

進
法
に
基
づ

く
生
活
習
慣

病
対
策
へ
の

取
り
組
み
に

地
域
間
の
格

差
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ

と
、

ま
た
、

第
３
期
特
定

健
診
・
保
健

指
導
（
平
成
30
～
35
年
度
）

の
制
度
運
用
の
見
直
し
に
伴

い
、
今
後
、
各
地
域
で
保
険

者
と
の
協
議
や
シ
ス
テ
ム
改

修
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
生
活
習
慣
病
対

策
に
関
す
る
問
題
意
識
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
の
説
明
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

温
泉
川
梅
代
常
任
理
事
の

司
会
で
開
会
。
冒
頭
、
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
横
倉
義
武
会

長
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り

医
療
や
介
護
に
係
る
負
担
が

一
層
増
す
と
予
想
さ
れ
る
中

で
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

観
点
か
ら
も
生
活
習
慣
病
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

の
認
識
を
示
し
た
上
で
、「
地

域
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
対

策
に
は
、
行
政
や
地
域
の
医

師
会
等
、
関
係
団
体
の
連
携

が
不
可
欠
で
あ
り
、
先
生
方

に
は
、
連
携
し
て
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制

の
構
築
に
向
け
、
更
な
る
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
対
策
推
進
の

現
状
と
課
題
」

初
め
に
、
羽
鳥
裕
常
任
理

事
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
世
界
の

死
因
３
位
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
５
３
０
万
人
以
上

と
さ
れ
る
日
本
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

推
定
患
者
の
多
く
が
未
診
断

で
あ
る
こ
と
を
問
題
視
。

禁
煙
推
進
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
対

策
に
向
け
た
地
域
に
お
け
る

医
療
連
携
の
推
進
に
は
、「
か

か
り
つ
け
医
機
能
の
充

生
活
習
慣
病
対
策
に
関
す
る

                 

問
題
意
識
の
共
有
を
目
指
し
て

都
道
府
県
医
師
会
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
等
）

                                                  

担
当
理
事
連
絡
協
議
会

延
伸
と
適
正
な
医
療
に
つ
い

て
、
民
間
組
織
が
連
携
し
、

行
政
の
全
面
的
な
支
援
の

下
、
実
効
的
な
活
動
を
行
う

た
め
に
平
成
27
年
７
月
に
発

足
し
た
活
動
体
で
、
経
済
団

体
、
医
療
関
係
団
体
、
保
険

者
等
の
民
間
組
織
や
自
治
体

を
含
め
た
32
団
体
が
実
行
委

員
と
し
て
名
を
連
ね
て
お

り
、
横
倉
義
武
会
長
が
共
同

代
表
を
務
め
て
い
る
。

当
日
は
、
共
同
代
表
の
三

村
明
夫
日
本
商
工
会
議
所
会

頭
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
、

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
た
。

第
１
部
の
「
保
険
者
の
取

組
状
況
の
報

告
～
２
年
目

を

迎

え

た

『
宣
言
』

達

成
状
況
の
概

要
～
」
で
は
、

渡
辺
俊
介
同

会
議
事
務
局

長
が
、
一
昨

年
同
会
議
で

採
択
さ
れ
た

８
つ
の
宣
言

「
健
康
な
ま

ち
・
職
場
づ

く
り
宣
言
２

０
２
０
」
の

達
成
状
況
の

確
認
の
た
め
、

保
険
者
全
体

を
対
象
と
し

て
実
施
し
た

調
査
に
つ
い

て
報
告
。
小

林
剛
全
国
健

康
保
険
協
会

理
事
長
、
白

川
修
二
健
康
保
険
組
合
連
合

会
副
会
長
、
原
勝
則
国
民
健

康
保
険
中
央
会
理
事
長
か
ら

は
、
保
険
者
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
尾
﨑
正
直
高
知
県

知
事
並
び
に
村
井
嘉
浩
宮
城

県
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
「
健
康

寿
命
延
伸
・
健
康
づ
く
り
へ

先
進
県
の
戦
略
的
取
組
」
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
て

横
倉
会
長
は
、
「
日
本
健
康

会
議　

１
年
間
の
成
果
と
今

後
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講

演
し
、
「
ど
の
宣
言
も
順
調

か
つ
確
実
に
目
標
達
成
に
向

け
て
前
進
し
、
既
に
目
標
値

を
達
成
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
今
後
は
そ
の
質
に
つ

い
て
も
更
な
る
向
上
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。

各
保
険
者
を
始
め
、
自
治

体
、
経
済
団
体
、
医
療
関
係

者
が
連
携
し
、
「
健
康
な
ま

ち
・
職
場
づ
く
り
」
が
全
国

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い

と
し
つ
つ
、
日
本
の
将
来
を

見
据
え
た
時
、
世
界
に
冠
た

る
社
会
保
障
制
度
の
堅
持
に

は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
と
し
た
。

ま
た
、
「
平
成
29
年
度
保

険
者
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
全
数
調

査
」
の
結
果
か
ら
、
現
在
の

状
況
と
共
に
今
後
の
道
筋
も

見
え
て
き
た
と
し
て
、
「
こ

の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
日

本
健
康
会
議
の
目
標
の
達
成

状
況
を
『
見
え
る
化
』
す
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
情
報
掲

載
す
る
他
、
調
査
回
答
か
ら

得
ら
れ
た
結
果
・
状
況
把
握

を
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
年
内
に

は
全
保
険
者
へ
報
告
す
る
予

定
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

更
に
、
日
医
の
予
防
・
健

康
づ
く
り
、
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
予
防
、
健
康
経
営
の

普
及
・
推
進
に
向
け
た
活
動

と
し
て
、
①
「
日
医
か
か
り

つ
け
医
機
能
研
修
制
度
」
で

は
、
初
年
度
と
な
る
昨
年
度

は
全
国
で
約
１
万
名
、
今
年

度
も
こ
れ
ま
で
に
約
７
０
０

０
名
が
受
講
し
て
い
る
②
受

動
喫
煙
防
止
対
策
の
強
化
・

実
現
に
向
け
て
、
日
本
歯
科

医
師
会
、
日
本
薬
剤
師
会
、

日
本
看
護
協
会
と
共
に
全
国

民
を
対
象
に
署
名
活
動
を
行

っ
た
結
果
、
２
６
４
万
３
０

２
３
筆
の
署
名
を
集
め
た
③

本
健
康
会
議
の
重
症
化
予
防

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
７

月
に
取
り
ま
と
め
た
「
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
の
更

な
る
展
開
に
向
け
て
」
を
受

け
、
今
月
、
各
地
域
に
お
け

る
問
題
意
識
の
共
有
と
、
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
の
説
明

の
機
会
を
設
け
、
更
な
る
取

り
組
み
の
推
進
に
つ
い
て
、

各
地
域
医
師
会
へ
協
力
を
依

頼
し
た
④
本
年
３
月
に
決
定

さ
れ
た
「
働
き
方
改
革
実
行

計
画
」
に
は
、
「
治
療
と
仕

事
の
両
立
に
向
け
て
、
主
治

医
、
会
社
・
産
業
医
と
、
患

者
に
寄
り
添
う
両
立
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
型
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
構
築
す
る
」
こ
と
が
謳う

た

わ
れ
て
お
り
、
日
医
で
は
現

在
ま
で
に
９
万
５
４
８
７
名

の
日
医
認
定
産
業
医
を
養
成

し
て
き
た
⑤
よ
り
良
い
医
療

の
在
り
方
に
つ
い
て
国
民
と

共
に
考
え
な
が
ら
、
更
な
る

国
民
医
療
の
向
上
に
寄
与
し

て
い
く
た
め
、
11
月
１
日
を

「
い
い
医
療
の
日
」
と
制
定

し
、
そ
の
普
及
を
広
く
提
唱

し
て
い
る

─
こ
と
等
を
紹

介
し
た
。

ま
た
、
横
倉
会
長
は
、
日

本
学
校
保
健
会
の
会
長
と
し

て
の
立
場
か
ら
も
、
「
子
ど

も
を
通
じ
て
家
庭
、
そ
し
て

地
域
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
考
え
る
と
、
国
民
の
健
康

意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
各

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
へ
の

健
康
教
育
を
一
層
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と

強
調
。
そ
の
上
で
、
今
後
に

つ
い
て
は
、
「
国
民
の
健
康

を
願
う
思
い
を
一
つ
に
、
関

係
各
所
が
手
を
携
え
、
議
論

を
交
わ
し
、
研け

ん
さ
ん鑽
を
積
む
場

所
と
し
て
本
会
議
が
機
能
し

て
い
く
こ
と
が
、
健
康
な
ま

ち
・
職
場
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
く
上
で
大
き
な
力
に
な

る
」
と
述
べ
、
更
な
る
協
力

を
要
請
し
た
。

午
後
か
ら
の
第
２
部
で

は
、
「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
１
７
の
報
告
」と
し
て
、

健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
１

７
の
認
定
結
果
発
表
、表
彰
、

事
例
発
表
等
の
後
、
「
日
本

健
幸
都
市
連
合
の
取
組
紹

介
」
と
し
て
、
基
調
講
演
「
日

本
健
幸
都
市
連
合
が
目
指
す

も
の
」
等
が
行
わ
れ
た
。

「国民の健康を願う思いを一つに協働して
              健康なまち・職場づくりの実現」を求める

「日本健康会議2017」に出席横
倉
会
長

「
日
本
健
康
会
議
２
０
１

７
」
が
８
月
23
日
、
都
内
で

開
催
さ
れ
た
。

「
日
本
健
康
会
議
」
は
、

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
日
本
に
お
い
て
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
健
康
寿
命
の

←
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実
」
「
地
域
包
括
ケ
ア

に
お
け
る
支
援
体
制
の
整

備
」
等
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
と
し
、
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
対
策

は
健
康
寿
命
の
延
伸
と
い
う

観
点
か
ら
も
医
師
会
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

り
、
行
政
に
対
し
て
医
師
会

か
ら
働
き
掛
け
を
行
っ
て
欲

し
い
」
と
要
望
す
る
と
と
も

に
、
都
道
府
県
医
師
会
に
お

い
て
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
対
策
推
進

会
議
等
を
設
置
す
る
よ
う
求

め
た
。

ま
た
、
受
動
喫
煙
防
止
対

策
を
強
化
・
実
現
す
る
た
め

の
署
名
活
動
へ
の
協
力
に
対

し
て
謝
意
を
表
し
、
２
０
２

０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を

強
化
す
る
法
案
の
早
期
成
立

を
目
指
し
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し

た
。

「
糖
尿
病
重
症
化
予
防
等

に
関
す
る
対
策
の
現
状

と
課
題
」

続
い
て
、
鳥
井
陽
一
厚
生

労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保

険
課
長
が
、
日
本
健
康
会
議

が
取
り
ま
と
め
た
「
健
康
な

ま
ち
・
職
場
づ
く
り
宣
言
２

０
２
０
」
の
下
、
「
糖
尿
病

性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
（
平
成
28
年
４
月
）

を
策
定
し
た
こ
と
、
重
症
化

予
防
（
国
保
・
後
期
広
域
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
の
更
な
る
展
開
に
向
け

て
」
を
７
月
10
日
に
取
り
ま

と
め
た
こ
と
等
、
厚
労
省
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
説

明
。実

際
に
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
は
都
道
府
県

が
医
師
会
等
と
連
携
し
て
実

施
し
て
い
る
現
状
を
示
し
、

「
本
取
り
組
み
を
全
国
的
に

横
展
開
す
る
た
め
に
は
、
都

道
府
県
・
市
町
村
の
意
識
啓

発
・
縦
割
り
排
除
等
の
課
題

解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、

取
り
組
み
内
容
の
充
実
等
が

求
め
ら
れ
る
」
と
し
た
他
、

「
行
政
と
医
師
会
等
の
関
係

団
体
、
糖
尿
病
対
策
推
進
会

議
等
が
協
力
し
て
連
携
体
制

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
重
要
に
な
る
」
と
述
べ

た
。

行
政
と
の
連
携
体
制
の

構
築
を
─
今
村
副
会
長

今
村
聡
副
会
長
は
、
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
糖
尿
病
対
策
や

糖
尿
病
の
医
療
計
画
策
定
に

当
た
り
糖
尿
病
対
策
推
進
会

議
の
活
用
が
謳う

た

わ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
関
係
者
に

十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
現

状
を
指
摘
。
「
生
活
習
慣
病

対
策
を
行
政
や
保
険
者
が
医

師
会
と
の
連
携
な
し
に
進
め

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
都
道

府
県
レ
ベ
ル
で
の
重
症
化
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
際
に

は
、
医
師
会
・
か
か
り
つ
け

医
等
が
主
体
と
な
っ
て
、
企

画
段
階
か
ら
行
政
と
連
携
体

制
を
構
築
し
て
欲
し
い
」
と

要
望
し
た
。

そ
の
上
で
、
行
政
と
関
係

団
体
が
相
談
し
合
え
る
体
制

の
構
築
や
日
本
糖
尿
病
対
策

推
進
会
議
へ
の
認
識
を
改
め

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
（
１
）

各
構
成
団
体
の
窓
口
（
担
当

者
）
の
明
確
化
、
（
２
）
日

本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
総

会
の
定
期
開
催
（
自
治
体
担

当
者
に
対
す
る
出
席
の
呼
び

掛
け
）
、
（
３
）
医
療
機
関
と

行
政
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
周
知
・
啓
発

─
を
行
っ

て
い
く
と
す
る
と
と
も
に
、

「
都
道
府
県
糖
尿
病
対
策
推

進
会
議
の
活
動
状
況
調
査
」

（
毎
年
11
月
実
施
）
へ
の
協

力
を
求
め
た
。

「
特
定
健
診
・
保
健
指
導

第
３
期
見
直
し
」

引
き
続
き
、
吉
田
澄
人
日

医
総
研
研
究
部
統
括
部
長
補

佐
が
、
健
診
項
目
と
し
て
、

「
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

（
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
も
同
時
報
告
）
」

が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
他
、

心
電
図
検
査
は
「
『
当
該
年

の
特
定
健
診
の
結
果
に
お
い

て
、
血
圧
が
受
診
勧
奨
判
定

値
以
上
の
者
又
は
問
診
等
で

不
整
脈
が
疑
わ
れ
る
者
』
を

対
象
者
と
し
て
当
日
に
実

施
」
、
眼
底
検
査
は
「
『
当
該

年
の
特
定
健
診
の
結
果
に
お

い
て
、
血
圧
又
は
血
糖
検
査

が
受
診
勧
奨
判
定
値
以
上
の

者
』
を
対
象
者
と
し
て
特
定

健
診
か
ら
１
カ
月
以
内
に
実

施
」
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
。

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の

実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
実

施
率
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が

る
よ
う
、
（
１
）
実
績
評
価

を
行
う
期
間
の
最
低
基
準
を

６
カ
月
経
過
後
か
ら
３
カ
月

経
過
後
と
す
る
、
（
２
）
特

定
健
診
当
日
に
初
回
面
接
を

開
始
す
る
た
め
、
検
査
結
果

が
揃そ

ろ

わ
な
い
場
合
の
初
回
面

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
東
京
都

医
師
会
・
日
本
医
師
会
会
合

が
８
月
４
日
、
日
医
役
員
、

都
医
役
員
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
組
織
委
員
会
、
厚
生

労
働
省
、
総
務
省
消
防
庁
、

東
京
都
庁
、
東
京
消
防
庁
を

始
め
と
す
る
関
係
者
を
集
め

て
、
日
医
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。冒

頭
あ
い
さ
つ
し
た
横
倉

義
武
会
長
は
、
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
で
残
す
と
こ
ろ
３
年
と

な
り
、
我
々

も
し
っ
か
り

と
準
備
を
し

て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
が
、
外
国

人
患
者
へ
の

医
療
通
訳
や

救
急
災
害
医

療
対
策
な
ど

課
題
は
山
積

し
て
い
る
。

本
日
の
会
合

を
踏
ま
え
、

日
医
と
し
て

建
設
的
な
提

案
・
取
り
組

み
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
各
団
体
か
ら

の
報
告
に
移
り
、
初
め
に
宮

本
哲
也
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
医
療
サ
ー

ビ
ス
部
長
が
、
組
織
委
員
会

と
し
て
提
供
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
や

そ
の
提
供
体
制
の
概
要
を
説

明
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
大
学
病
院
等

に
協
力
を
求
め
て
お
り
、
日

医
、
都
医
と
も
、
今
後
、
情

報
共
有
し
て
い
き
た
い
と
し

た
。

度
よ
り
委
員
会
を
設
置
し
、

訪
日
外
国
人
へ
の
対
応
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
た
こ
と

等
を
報
告
。
ま
た
、
東
京
都

庁
か
ら
は
、
暑
さ
対
策
に
係

る
主
な
取
り
組
み
や
外
国
人

患
者
対
応
支
援
研
修
の
実
施

を
始
め
と
す
る
外
国
人
患
者

へ
の
医
療
提
供
・
医
療
情
報

提
供
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

松
本
吉
郎
常
任
理
事
は
、

都
医
と
共
に
熱
中
症
等
対
策

に
関
す
る
要
望
を
関
係
官
庁

等
に
行
っ
た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
化
学
・
生
物
・
放
射
性

物
質
・
核
及
び
爆
発
物
（
Ｃ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策

                    

東
京
都
医
師
会
・
日
本
医
師
会
会
合 

開
催
に
向
け
解
決
す
べ
き
課
題
等
を
協
議

厚
労
省
は
、
「
医
療
機
関

に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
及

び
在
留
外
国
人
受
入
れ
体
制

等
の
実
態
調
査
」
（
昨
年
10

月
20
日
～
12
月
12
日
実
施
）

の
結
果
と
し
て
、
①
外
国
人

患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
医

療
機
関
に
お
い
て
も
、
半
数

以
上
が
20
名
以
下
の
受
け
入

れ
と
な
っ
て
い
る
②
医
療
通

訳
を
利
用
し
て
い
る
医
療
機

関
は
依
然
と
し
て
少
な
い

─
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

都
医
は
、本
年
２
月
に「
平

成
28
年
度
医
療
機
関
に
お
け

る
外
国
人
患
者
対
応
支
援
研

修
」
を
実
施
し
た
他
、
今
年

いのち

　「生命を見つめるフォト＆エッセー」（主催：日医、読
売新聞社）では、人間や動植物のいのちの輝く一瞬を
とらえた写真や、医師や看護師、患者との交流をつ
づったエッセーを募集しています。
　医療関係者も応募可能となっていますので、ぜひ、
ご応募願います。
　応募方法などの詳細は、日医ホームページ（http://
www.med.or.jp/people/photo_essay/005110.html）
等をご参照下さい。

医療関係者も応募可能です！
応募締切：2017年10月5日㊍必着フォト部門 エッセー部門

問い合わせ先：日医広報課　     03─3942─6483（直）

ご応募
下さい

接
の
分
割
実
施
を
可
能
と
す

る

─
こ
と
等
、
見
直
し
の

内
容
の
概
要
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
の
全
体
討
議
で

は
、
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質

問
・
要
望
や
関
連
質
問
に
厚

労
省
の
担
当
者
や
日
医
か
ら

回
答
を
行
っ
た
。

出
席
者
は
１
６
１
名
。
ま

た
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
32
都
道
府
県
医
師

会
に
中
継
を
行
っ
た
。

Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
）
に
よ
る
災
害
に

関
す
る
研
修
の
実
施
や
医
療

通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
関
係
者
や
外
国
人
患
者

受
け
入
れ
時
の
医
療
費
負
担

に
関
し
て
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
会

合
に
お
い
て
も
有
識
者
や
関

係
者
を
招
い
て
協
議
し
て
い

く
な
ど
の
方
針
を
示
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
都
医
か
ら
、
「
競
技
場

等
で
観
客
の
体
調
不
良
な
ど

が
大
規
模
に
起
き
た
場
合
、

市
中
に
ど
れ
く
ら
い
の
影
響

が
あ
る
の
か
」
「
ど
の
競
技

で
、
ど
の
よ
う
な
会
場
で
起

こ
る
可
能
性
が
高
い
の
か
」

な
ど
の
想
定
を
早
期
に
示
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ

た
他
、
「
訪
日
外
国
人
が
宿

泊
施
設
で
具
合
が
悪
く
な
っ

た
場
合
の
対
応
」
「
観
戦
に

来
た
身
体
的
な
弱
者
へ
の
対

応
」
「
医
療
通
訳
の
質
を
ど

う
担
保
す
る
か
」
な
ど
に
つ

い
て
も
考
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

→
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平
成
30
年
度

 

医
療
に
関
す
る

税
制
要
望
ま
と
ま
る

8
月
23
日

■■■■■■■■

平
成
29
年
医
師
会
立

 

助
産
師
・
看
護
師
・

  
准
看
護
師
学
校
養
成
所

調
査
結
果
を
公
表

今
村
聡
副
会
長
は
、
日
医

の
「
平
成
30
年
度
医
療
に
関

す
る
税
制
要
望
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

本
要
望
は
、
会
内
の
医
業

税
制
検
討
委
員
会
で
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
８
月
22
日
開
催

の
平
成
29
年
度
第
５
回
理
事

会
に
お
い
て
決
定
し
た
も
の

で
、（
１
）
医
業
経
営
、（
２
）

勤
務
環
境
、（
３
）
健
康
予
防
、

（
４
）
医
療
施
設
・
設
備
、

（
５
）
そ
の
他

─
に
つ
い

て
の
17
項
目
か
ら
な
り
、
そ

の
う
ち
の
11
項
目
を
重
点
項

目
（
別
掲
）
と
し
て
い
る
。

同
副
会
長
は
、（
１
）
で
は
、

消
費
税
対
策
①
に
関
し
て
、

社
会
保
険
診
療
等
に
対
す
る

消
費
税
に
つ
い
て
、
現
行
の

非
課
税
制
度
を
前
提
と
し

て
、
診
療
報
酬
に
上
乗
せ
さ

れ
て
い
る
仕
入
税
額
相
当
額

を
上
回
る
仕
入
消
費
税
額
を

負
担
し
て
い
る
場
合
に
、
そ

の
超
過
額
の
還
付
が
可
能
な

税
制
上
の
措
置
を
「
早
急
」

に
講
ず
る
よ
う
強
く
求
め
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
と
し

た
。ま

た
、
消
費
税
対
策
②
「
設

備
投
資
に
対
す
る
特
別
償
却

ま
た
は
税
額
控
除
等
を
認
め

（
２
）
で
は
、
事
業
所
内

保
育
施
設
等
に
対
す
る
税
制

措
置
の
延
長
・
拡
充
や
ベ
ビ

ー
シ
ッ
タ
ー
等
の
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
要
し
た

費
用
を
所
得
税
の
控
除
対
象

と
す
る
措
置
の
創
設
等
を
求

め
て
い
る
他
、
（
３
）
で
は
、

喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
よ
り

国
民
を
守
る
観
点
か
ら
、
葉

た
ば
こ
農
家
へ
の
影
響
を
踏

ま
え
た
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
た
ば
こ
税

の
税
率
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
る
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
（
４
）
で
は
、
「
中

小
医
療
機
関
の
設
備
投
資
を

支
援
す
る
た
め
、
器
具
備
品

及
び
建
物
附
属
設
備
に
つ
い

て
の
税
制
措
置
（
特
別
償
却

若
し
く
は
税
額
控
除
）
の
拡

充
ま
た
は
新
た
な
税
制
措
置

の
創
設
」
を
要
望
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
「
今
年
度
の
税

制
改
正
で
中
小
企
業
者
等
に

対
す
る
設
備
投
資
減
税
措
置

が
か
な
り
前
進
し
た
が
、『
中

小
企
業
経
営
強
化
税
制
』
に

お
い
て
は
、
医
療
業
・
介
護

事
業
に
つ
い
て
、
対
象
設
備

か
ら
医
療
用
機
器
や
建
物
附

属
設
備
が
、
ま
た
、『
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
・
農
林
水
産
業

活
性
化
税
制
』に
お
い
て
は
、

医
療
業
が
対
象
業
種
か
ら
除

外
さ
れ
る
等
、
不
利
な
扱
い

と
な
っ
た
た
め
、
改
善
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。

（
５
）
で
は
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
の
所
得
計
算
の
特

例
措
置
（
い
わ
ゆ
る
四
段
階

制
）
に
つ
い
て
、
地
域
医
療

の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
制

度
と
し
て
、
存
続
を
強
く
求

め
る
と
し
た
。

学
・
卒
業
状
況
の
実
態
と
経

年
変
化
の
把
握
を
目
的
と
し

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
度
は
３
４
６
校
か

ら
回
答
を
得
た
。

調
査
結
果
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
。

【
学
校
数
】

今
年
度
募
集
を
行
っ
た
学

校
数
は
、
准
看
護
師
課
程
１

８
２
校
、
看
護
師
２
年
課
程

72
校
、
看
護
師
３
年
課
程
70

校
、
助
産
師
課
程
６
校
。
准

看
護
師
課
程
及
び
看
護
師
２

年
課
程
は
減
少
が
止
ま
ら
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

【
入
学
状
況
】

○
准
看
護
師
課
程
の
応
募

者
は
平
成
23
年
の
約
２
万
９

０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
り
、
今
年
度
は
ピ

ー
ク
時
の
半
分
以
下
の
約
１

万
４
０
０
０
人
と
な
っ
て
い

る
。
入
学
者
も
定
員
を
大
き

く
下
回
り
、
約
７
７
０
０
人

で
あ
っ
た
。
平
均
倍
率
は

１
・
７
倍
。

○
看
護
師
３
年
課
程
は
、

応
募
者
が
平
成
26
年
度
か
ら

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
今

年
度
は
同
過
程
が
２
校
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
度
よ

り
約
３
０
０
人
増
加
し
た
。

平
均
倍
率
は
２
・
９
倍
。

【
最
終
学
歴
】

○
准
看
護
師
課
程
入
学
者

の
最
終
学
歴
は
、
約
５
割
が

高
校
既
卒
、
約
３
割
が
高
校

新
卒
で
、
大
卒
・
短
大
卒
は

前
年
度
並
み
の
合
計
15
・

７
％
。

○
看
護
師
３
年
課
程
は
、

准
看
護
師
課
程
と
は
反
対

に
、
高
校
新
卒
の
割
合
が
約

７
割
で
、
増
加
傾
向
に
あ
る

一
方
、
短
大
卒
・
大
卒
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
今
年
度
は

合
計
９
・
８
％
。

【
卒
業
後
の
進
路
】

○
准
看
護
師
課
程
の
場

合
、
医
師
会
管
内
（
設
立
母

体
の
医
師
会
の
管
内
の
医
療

機
関
に
就
業
し
た
者
）
が

27
・
５
％
、
医
師
会
管
外
（
そ

れ
以
外
の
県
内
の
医
療
機
関

に
就
業
し
た
者
）
は
15
・

１
％
で
あ
っ
た
。
准
看
護
師

課
程
は
そ
の
性
格
上
進
学
が

多
く
、
今
年
度
の
進
学
率
は

47
・
２
％
。
た
だ
し
、
進
学

者
の
半
数
以
上
（
全
体
の

25
・
３
％
）
は
医
療
機
関
に

就
業
し
な
が
ら
の
進
学
で
あ

り
、
全
体
で
７
割
以
上
が
就

業
し
て
い
る
。

○
看
護
師
２
年
課
程
と
３

年
課
程
は
、
医
師
会
管
内
が

５
割
強
、
医
師
会
管
外
が
約

３
割
で
、
合
計
８
割
以
上
が

県
内
で
就
業
し
て
い
る
。

同
常
任
理
事
は
、
冒
頭
、

医
師
会
が
長
年
看
護
職
の
養

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯

を
紹
介
し
た
上
で
、
２
０
２

５
年
に
向
け
た
准
看
護
師
養

成
の
重
要
性
等
を
訴
え
た
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
結
果

に
お
い
て
、
平
成
29
年
３
月

を
も
っ
て
准
看
護
師
課
程
の

２
校
が
閉
校
、
５
校
が
募
集

を
停
止
し
、
入
学
者
も
８
０

０
０
人
を
割
っ
た
こ
と
等
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
言

及
。
「
准
看
護
師
・
看
護
師

を
問
わ
ず
、
今
後
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る

看
護
職
の
確
保
を
ど
う
す
べ

き
か
、
医
療
界
全
体
と
し
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
す
る
と
と
も
に
、
医
師
会

立
の
養
成
所
は
県
内
就
業
率

も
高
く
、
地
域
の
看
護
職
員

確
保
に
多
大
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
必

要
性
を
改
め
て
強
調
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
①
実
習
施
設
の
確
保
②

専
任
教
員
の
確
保
③
財
政
面

で
の
問
題

─
を
挙
げ
、「
こ

れ
ら
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
中
で
、
地
域
に
貢
献
す
る

看
護
職
を
養
成
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
、

状
況
改
善
に
向
け
て
意
欲
を

示
し
た
。

釜

敏
常
任
理
事
は
、
本

年
５
月
に
日
医
が
実
施
し
た

「
平
成
29
年
医
師
会
立
助
産

師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
学

校
養
成
所
調
査
」
の
結
果
を

公
表
し
た
。

本
調
査
は
、
医
師
会
立
の

助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護

師
学
校
養
成
所
に
お
け
る
入

る
措
置
の
創
設
」
に
つ
い
て

は
、
消
費
税
対
策
①
で
要
望

す
る
解
決
措
置
が
施
行
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
設
備
投
資
の

際
の
消
費
税
負
担
を
実
質
的

に
和
ら
げ
る
税
制
上
の
手
当

て
を
求
め
る
も
の
だ
と
解

説
。更

に
、
「
医
業
の
承
継
」

に
関
し
て
は
、
持
分
あ
り
医

療
法
人
に
つ
い
て
、
中
小
企

業
と
同
様
の
取
り
扱
い
を
求

め
る
と
と
も
に
、
個
人
立
の

病
院
・
診
療
所
の
承
継
・
相

続
の
際
の
資
産
へ
の
課
税
に

つ
い
て
も
、
特
例
制
度
を
創

設
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る

他
、
「
事
業
税
の
特
例
措
置
」

に
つ
い
て
も
、
そ
の
重
要
性

と
存
続
を
訴
え
て
い
る
と
し

た
。

重点項目
消費税
・消費税対策（1）
　�社会保険診療等に対する消費税について、現行の制度を前提として、診療報酬に
上乗せされている仕入税額相当額を上回る仕入消費税額を負担している場合に、
その超過額の還付が可能な税制上の措置を早急に講ずること。
所得税・法人税・登録免許税・不動産取得税・固定資産税
・消費税対策（2）
　�消費税対策（1）の措置が施行されるまでの間、青色申告書を提出する法人また
は個人が、医療の質の向上または生産性の向上に資する一定の固定資産を取得し
医療事業の用に供した場合には、10％の税額控除または即時償却を認めるととも
に、登録免許税・不動産取得税等の特例措置を創設すること。
相続税・贈与税
・医業を承継する時の相続税・贈与税制度を更に改善すること。
　①�持分の定めのある医療法人に係る相続税及び贈与税の納税猶予制度の創設。
　②個人に係る医業承継資産の課税の特例制度の創設。
　③出資の評価方法の改善。
事業税
・社会保険診療報酬に対する事業税非課税存続。
・医療法人の事業税について特別法人としての軽減税率課税存続。
所得税・法人税
・�少子化対策及び、病院等に勤務する医療従事者の子育て支援並びに勤務環境を改
善するため、下記の措置を講ずること。
　①くるみん税制の適用期限を延長するとともに、拡充すること。
　②�ベビーシッター等の子育て支援のサービス利用に要する費用を、税制上の控除
対象とする措置を講ずること。

・雇用促進税制の適用期限延長及び拡充。
・所得拡大促進税制の適用期限延長及び拡充。
・�中小医療機関の設備投資を支援するため、器具備品及び建物附属設備についての
税制措置（特別償却若しくは税額控除）の拡充または新たな税制措置の創設。
・社会保険診療報酬の所得計算の特例措置（いわゆる四段階制）存続。
たばこ税・地方たばこ税
・たばこ税の税率引き上げ。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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広島県
広島市医師会だより
№607より

純
ジ
ャ
パ

池
田
晃
太
朗

東京都
練馬区医師会だより
第584号より

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
将
棋
の

急
速
な
進
歩

長
西
　
秀
樹

大分県
別府市医師会報
第185号より

父
の
遺
し
て
く
れ
た
も
の

川
中
　
博
文

秋
。
つ
ま
り
、
医
師
と
し

て
働
き
出
し
て
よ
う
や
く
半

年
で
あ
る
。
私
は
い
わ
ゆ
る

再
受
験
組
で
あ
り
、
大
学
に

は
２
つ
合
わ
せ
て
10
年
通
っ

た
。
さ
ぞ
向
学
心
に
溢あ

ふ

れ
た

ナ
イ
ス
ガ
イ
か
と
思
わ
れ
る

だ
ろ
う
が
、
そ
の
判
断
は
お

任
せ
す
る
。

と
に
か
く
私
が
最
初
に
通

っ
た
大
学
は
外
国
の
言
葉
・

文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
首
座
を

置
い
た
大
学
で
あ
っ
た
。
中

で
も
私
は
ス
ペ
イ
ン
語
専
攻

で
あ
り
、
ラ
テ
ン
の
風
が
入

学
前
か
ら
何
と
も
胸
を
く
す

ぐ
る
。
ま
た
そ
の
大
学
は
23

区
外
と
は
言
え
東
京
に
あ
っ

た
た
め
、
上
京
を
前
に
広
島

産
の
じ
ゃ
が
い
も
ボ
ー
イ

（
Ｊ
Ｂ
）
、
当
時
19
歳
の
私
は

浮
か
れ
て
い
た
。
「
東
京
で

英
語
も
話
せ
る
よ
う
に
な
れ

て
、
ス
ペ
イ
ン
語
も
勉
強
で

き
て
ラ
ッ
キ
ー
！

」

し
か
し
、
そ
ん
な
Ｊ
Ｂ
に

も
大
き
な
誤
算
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
入
学
式
で
発
せ
ら
れ

た
学
長
の
一
言
、
「
こ
こ
は

単
な
る
語
学
学
校
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
英
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
人
は
駅
前
留

学
を
し
て
下
さ
い
」

笑
っ
て
い
る
帰
国
子
女
達

を
横
目
に
私
は
冷
や
汗
を
流

し
て
い
た
。
「
こ
こ
に
来
た

ら
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か

…
…
？
」
現
実
は
残
酷
で
、

入
学
の
時
点
で
既
に
英
語
が

ぺ
ラ
ペ
ラ
の
人
が
大
半
だ
っ

た
。
そ
う
、
こ
こ
は
英
語
が

既
に
使
え
る
レ
ベ
ル
の
人
達

が
集
ま
り
、
そ
の
先
を
目
指

す
場
所
だ
っ
た
の
だ
。
よ
く

見
た
ら
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
白
人
と
黒
人
が
叫
び
な

が
ら
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い

る
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
？　

よ
く
分
か
ら
な

い
が
飛
び
込
ん
で
み
る
。
結

局
そ
の
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

は
唯
一
、
「
ど
こ
の
国
の
人

だ
ろ
う
と
気
合
で
何
と
か
な

る
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て

医
師
の
道
を
志
し
た
の
だ

が
、
そ
ん
な
教
訓
し
か
持
ち

帰
ら
な
い
く
ら
い
な
の
で
英

語
に
関
し
て
は
今
も
話
せ
る

と
い
う
レ
ベ
ル
に
は
な
い
。

し
か
し
、
会
う
人
会
う
人
、

私
の
出
身
大
学
を
聞
く
や
、

「
じ
ゃ
あ
英
語
ぺ
ラ
ペ
ラ
な

ん
だ
ね
！

」
と
仰

お
っ
し
ゃ

ら
れ
る
。

サ
ッ
カ
ー
が
苦
手
な
ブ
ラ
ジ

ル
人
は
こ
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
の
か
。
最
初
は
ち
ゃ
ん
と

事
実
を
お
伝
え
し
て
い
た
が
、

徐
々
に
否
定
す
る
の
に
も
疲

れ
て
、
「
え
え
、
ま
あ
…
…
」

も
ち
ろ
ん
、
一
つ
も
英
語
の

勉
強
は
し
て
い
な
い
。

そ
う
し
て
晴
れ
て
医
師
に

な
れ
た
わ
け
だ
が
、
相
変
わ

ら
ず
私
は
「
英
語
を
話
せ
そ

う
な
人
」
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
堅
持
し
て
い
た
。
働
き

出
し
て
し
ば
ら
く
、
先
輩
医

師
か
ら
「
外
国
人
の
患
者
さ

ん
が
来
た
ら
池
田
に
診
て
も

ら
え
る
か
ら
助
か
る
な
あ
」

と
言
っ
て
頂
く
こ
と
多
数
。

ひ
た
す
ら
心
の
中
で
わ
び
る

日
々
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
つ
い
に

エ
ッ
ク
ス
・
デ
イ
は
来
た
。

「
オ
ウ
、
ア
イ
ム
フ
ロ
ム

ベ
ル
ジ
ャ
ン
」

ベ
ル
ジ
ャ
ン
が
べ
ル
ギ
ー

の
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
だ
け

で
も
自
分
を
褒
め
た
い
。
そ

れ
く
ら
い
打
ち
の
め
さ
れ
た

デ
ビ
ュ
ー
戦
で
あ
っ
た
。
こ

の
半
年
間
、
反
省
す
る
こ
と

は
そ
れ
こ
そ
星
の
数
ほ
ど
あ

っ
た
が
、
こ
れ
も
一
つ
忘
れ

ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

や
は
り
気
合
だ
け
で
は
い

か
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
は

あ
る
。
で
き
な
い
こ
と
を
認

め
、
で
き
る
よ
う
に
す
る
し

か
な
い
。
研
修
医
と
し
て
基

礎
を
身
に
付
け
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
下
半
期

は
英
語
の
勉
強
も
が
ん
ば
ろ

う
と
思
う
。

「
観
る
将
（
み
る
し
ょ
う
）
」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
だ
ろ

う
か
？　

こ
れ
は
、
自
分
で

は
将
棋
を
指
さ
な
い
が
、
プ

ロ
棋
士
の
対
局
を
観
戦
す
る

の
が
好
き
な
将
棋
フ
ァ
ン
を

意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
逹
に
よ

り
、
プ
ロ
棋
士
の
対
局
を
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
近
い
感
じ

で
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

私
は
ヘ
ボ
だ
が
将
棋
が
好

き
で
、
大
学
生
の
頃
は
同
級

生
や
後
輩
と
ぼ
ち
ぼ
ち
対
局

し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
研
修
医
に
な
る
と
ポ
ケ

ベ
ル
が
頻
回
に
鳴
る
生
活
に

な
り
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
だ

け
で
な
く
面め

ん

つ子
を
揃そ

ろ

え
る
必

要
も
あ
る
将
棋
の
対
局
か
ら

は
足
を
洗
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
ネ
ッ
ト
将
棋
も
や
っ

て
み
た
が
、
見
ず
知
ら
ず
の

人
と
の
対
局
や
チ
ャ
ッ
ト
に

抵
抗
感
が
あ
り
な
じ
め
ず
、

プ
ロ
棋
士
の
対
局
を
細
切
れ

時
間
を
用
い
て
ネ
ッ
ト
で
観

て
楽
し
む
「
観
る
将
」
に
な

り
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
観
る
将
生
活
に
大
き

な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
将
棋
の
急
速

な
進
化
で
あ
る
。
市
販
さ
れ

て
い
る
将
棋
ソ
フ
ト
で
も
、

将
棋
人
口
の
99
％
は
勝
つ
こ

「
説
得
力
」
な
ど
９
つ
の
性

質
に
分
類
し
、
こ
の
先
10
年

～
20
年
で
無
く
な
る
か
、
残

る
か
を
予
測
し
て
い
る
。
10

年
～
20
年
後
ま
で
残
る
職
業

ト
ッ
プ
25
の
う
ち
医
療
職
が

13
と
半
数
を
占
め
て
い
た
。

日
本
に
あ
る
職
業
で
は
、

内
科
医
、
外
科
医
、
歯
科
医
、

聴
覚
訓
練
士
（
日
本
で
は
言

語
聴
覚
士
）、
作
業
療
法
士
、

臨
床
心
理
士
、
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
義
歯
技
工

士
な
ど
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

お
り
、
医
療
分
野
の
雇
用
は

当
面
維
持
さ
れ
そ
う
だ
と
少

し
安
堵
し
た
。	

�

（
一
部
省
略
）

昨
年
、
福
岡
か
ら
別
府
へ

異
動
と
な
り
、
病
院
敷
地
内

の
宿
舎
で
一
人
暮
ら
し
を
始

め
た
。
一
人
の
時
間
が
増
え

た
せ
い
か
、
今
ま
で
あ
ま
り

思
い
出
す
こ
と
も
な
か
っ

た
、
亡
く
な
っ
た
父
の
こ
と

を
、
気
が
つ
け
ば
、
あ
れ
こ

れ
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。

父
は
、
昭
和
一
桁
生
ま
れ

の
平
凡
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ

っ
た
。
酒
も
飲
ま
ず
、
た
ば

こ
も
吸
わ
ず
、
こ
れ
と
い
っ

た
趣
味
も
無
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
い
つ
も
苦
虫
を
嚙
み

つ
ぶ
し
た
よ
う
な
顔
を
し

て
、
会
社
と
自
宅
を
黙
々
と

往
復
し
て
い
た
姿
を
覚
え
て

い
る
。
出
世
と
は
無
縁
の
人

だ
っ
た
。

父
が
亡
く
な
っ
た
３
年
前

の
秋
、
遺
品
の
中
に
数
冊
の

古
び
た
大
学
ノ
ー
ト
を
見
つ

け
た
。
日
々
の
仕
事
の
内
容

が
、
事
細
か
に
綴つ

づ

ら
れ
て
い

る
だ
け
で
、
私
に
は
さ
ほ
ど

価
値
の
あ
る
も
の
と
は
思
え

な
か
っ
た
。

そ
の
価
値
を
私
に
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
大
学
生
に
な

る
私
の
息
子
で
あ
る
。
ノ
ー

ト
か
ら
垣
間
見
え
る
父
の
仕

事
に
対
す
る
姿
勢
が
、
ひ
た

む
き
で
カ
ッ
コ
イ
イ
と
言
う

の
で
あ
る
。
息
子
は
こ
の
古

び
た
ノ
ー
ト
を
、
下
宿
先
の

机
の
上
に
宝
物
の
よ
う
に
飾

っ
て
い
る
。

私
が
息
子
と
同
じ
年
の
頃

は
、
社
会
が
バ
ブ
ル
景
気
に

浮
か
れ
て
い
た
。
当
時
、
貧

乏
学
生
だ
っ
た
私
も
例
外
で

は
な
く
、
気
分
だ
け
は
ど
こ

か
調
子
に
乗
っ
て
い
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
分
か
り
や
す

く
豊
か
に
見
え
る
も
の
に
憧

れ
て
い
て
、
間
違
っ
て
も
、

父
の
書
き
残
し
た
ノ
ー
ト
に

価
値
を
見
出
す
よ
う
な
こ
と

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

父
は
退
職
後
も
自
宅
の
机

に
向
か
っ
て
、
毎
日
ノ
ー
ト

を
書
き
続
け
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
仕
事
を
す
る
必
要
が

無
く
な
っ
て
も
、
仕
事
か
ら

離
れ
ら
れ
ず
に
い
た
。
今
思

え
ば
、
仕
事
を
続
け
て
い
る

の
だ
と
錯
覚
し
て
い
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

父
は
若
年
性
の
認
知
症
だ

っ
た
。
日
を
追
う
ご
と
に
、

父
の
言
動
は
過
去
へ
過
去
へ

と
引
き
戻
さ
れ
、
ノ
ー
ト
に

字
が
書
け
な
く
な
る
と
、
す

ぐ
に
寝
た
き
り
に
な
っ
た
。

最
後
の
10
年
程
は
、
父
を

人
工
呼
吸
器
に
つ
な
い
で
し

ま
っ
た
。
た
だ
生
き
て
い
て

欲
し
い
と
願
っ
た
ば
か
り

に
、
父
に
は
苦
し
い
思
い
を

さ
せ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
考
え
始
め
る
と
、
決
ま
っ

て
袋
小
路
に
追
い
込
ま
れ
て

い
く
よ
う
な
気
持
ち
に
な

る
。父

は
と
て
も
無
口
な
人
だ

っ
た
の
で
、
生
前
、
自
分
自

身
の
こ
と
を
私
に
語
っ
て
く

れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ

た
。
私
は
勝
手
に
、
私
の
価

値
観
で
、
父
の
生
き
方
を
苦

行
の
よ
う
だ
と
思
い
込
ん
で

い
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
天

職
に
巡
り
合
え
た
幸
せ
な

人
」。
父
の
ノ
ー
ト
を
見
れ

ば
誰
に
で
も
分
か
る
こ
と
な

の
に
、
私
は
息
子
の
言
葉
で

気
づ
か
さ
れ
た
。

「
幸
せ
な
人
」。
こ
の
意
外

な
言
葉
が
、
じ
ん
わ
り
と
胸

に
染
み
て
き
て
、
袋
小
路
の

私
を
助
け
出
し
て
く
れ
る
よ

う
で
あ
る
。

父
の
遺
し
て
く
れ
た
も
の

は
、
と
て
も
豊
か
な
も
の
だ

っ
た
。
寡
黙
な
父
が
、
言
葉

で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
こ
と

を
語
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ

と
思
う
。
人
工
呼
吸
器
に
つ

な
が
れ
て
、
声
さ
え
失
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
あ
の
最
期
の

父
の
姿
は
、
医
師
で
あ
る
私

に
「
気
を
抜
く
な
、
し
っ
か

り
や
れ
！

」
と
言
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で

強
く
な
っ
て
い
る
。
将
棋
に

特
化
し
た
ソ
フ
ト
は
既
に
プ

ロ
棋
士
を
打
ち
負
か
し
て
い

る
。

「
将
棋
電
王
戦
」
と
い
う
、

プ
ロ
棋
士
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
ソ
フ
ト
の
団
体
戦
が
２
０

１
３
年
～
２
０
１
５
年
に
行

わ
れ
た
。
日
本
将
棋
連
盟
に

選
ば
れ
た
プ
ロ
棋
士
５
人
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
５

つ
が
そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
計

５
回
対
局
す
る
の
だ
が
、
３

年
間
で
15
回
対
局
し
た
結
果

は
、
プ
ロ
棋
士
６
勝
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
８
勝
、
引
き
分

け
１
局
と
人
間
の
負
け
越
し

だ
っ
た
。

こ
の
企
画
は
、
プ
ロ
棋
士

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
優
勝
者

と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ

ト
同
士
が
対
局
す
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
優
勝
ソ
フ
ト
と
が

戦
う
ス
タ
イ
ル
に
２
０
１
６

年
に
変
更
さ
れ
、
名
称
も
「
電

王
戦
」
と
変
わ
っ
た
が
、
第

１
回
電
王
戦
は
優
勝
ソ
フ
ト

が
優
勝
し
た
プ
ロ
棋
士
に
２

連
勝
し
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
進
化

が
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
知
的

な
能
力
を
要
す
る
仕
事
で
も

い
ず
れ
は
取
っ
て
代
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
が

出
て
く
る
。
医
師
は
ど
う
だ

ろ
う
か
？　

私
が
現
役
の
う

ち
は
何
と
か
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
い
うevidence

に
基
づ
か

な
い
楽
観
視
を
し
て
い
た

が
、
２
０
１
３
年
に
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
心
強

い
論
文
が
出
て
い
た
。

７
０
２
種
類
の
職
業
を
、

「
手
先
の
器
用
さ
」「
交
渉
力
」

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら

ぬ
！

」
。

子
ど
も
の
頃
、
近
所
の
お

じ
い
さ
ん
に
叱
ら
れ
た
時
に

よ
く
耳
に
し
た
言
葉
で
す
。

子
ど
も
心
に
理
屈
は
と
も
か

く
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
行

為
な
ん
だ
、
叱
ら
れ
る
行
動

な
ん
だ
、
と
心
に
刻
み
込
ま

れ
た
言
葉
で
し
た
。

私
が
子
ど
も
の
頃
（
50
年

以
上
前
）、
恐
ら
く
ど
の
家
庭

で
も
最
低
限
の
教
育
（
躾

し
つ
け

？
）

と
し
て
、
社
会
に
お
け
る
共

通
し
た
道
徳
観
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
上
に
学
問

的
論
理
に
基
づ
い
た
学
校
教

育
が
存
在
し
、
教
師
は
絶
対

的
な
存
在
で
し
た
。

小
さ
い
頃
、
「
先
生

に
叱
ら
れ
た
」
と
凹へ

こ

ん
で
帰
宅
す
る
と
、

親
は
理
由
も
聞
か
ず
、
「
お

前
が
悪
い
か
ら
だ
」
と
、
更

に
も
う
一
度
叱
ら
れ
た
も
の

で
す
。

現
在
で
は
、
各
家
庭
の
道

徳
観
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
つ

つ
あ
り
（
社
会
の
価
値
観
の

多
様
性
？
）
、
親
の
学
歴
向

上
の
な
せ
る
業
か
、
教
師
の

レ
ベ
ル
の
バ
ラ
つ
き
の
せ
い

か
、
は
た
ま
た
発
達
し
た
学

校
情
報
の
共
有
化
の
せ
い

か
、
教
師
へ
の
社
会
的
信
頼

は
低
下
し
、
子
ど

も
に
と
っ
て
絶
対

的
な
存
在
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
近
、
研
修
医
や
医
学
生

に
よ
る
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
事
件
が
連
続
し
て
起
こ

り
、
世
間
を
騒
が
せ
ま
し
た
。

会
社
や
医
療
機
関
等
で
社
員

や
職
員
の
不
祥
事
が
発
覚
す

る
と
、
管
理
責
任
の
追
及
と

と
も
に
、
「
社
員
や
職
員
へ

の
徹
底
し
た
教
育
を
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
が
必
ず
出
て
き

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
当
事
者
へ
の
再

教
育
は
必
要
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
事
案
に
本
当
に
大
き

な
効
果
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

「
人
間
に
お
け
る
道
徳
教

育
と
は
ど
の
時
期
に
、
誰
が

行
う
の
が
生
物
学
的
に
最
も

適
し
て
い
る
の
か
？
」
を
今

一
度
考
え
る
べ
き
と
思
う
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

	

（
７
）

私
の
中
の
道
徳
観
は
誰
が
作
っ
た
の
か
？

第２回「補助犬シンポジウム」

補助犬パピー委託式に
             松本（純）常任理事が参加

公
益
財
団
法
人
日
本
補
助

犬
協
会
は
８
月
３
日
、
都
内

で
第
２
回
「
補
助
犬
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
補
助

犬
パ
ピ
ー
委
託
式
に
、
同
協

会
の
顧
問
で
も
あ
る
松
本
純

一
常
任
理
事
が
参
加
し
た
。

補
助
犬
と
は
、
盲
導
犬
・

介
助
犬
・
聴
導
犬
の
総
称

で
、
日
本
で
は
、
盲
導
犬
９

６
６
頭
（
４
月
１
日
現
在
）
、

介
助
犬
70
頭
、
聴
導
犬
73
頭

（
５
月
１
日
現
在
）
が
活
躍

し

て

い

る

が
、
そ
の
育

成
に
は
１
頭

に
つ
き
約
５

０
０
万
円
が

必
要
と
言
わ

れ
て
い
る
。

当
日
は
、

第
一
部
と
し

て
、
基
調
講

演
「
共
生
社

会
の
た
め
の

ヒ

ン

ト

─

『
障
害
の
社

会
モ
デ
ル
』

と

い

う

視

点
」
、

補
助

犬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
補
助
犬
パ
ピ
ー
委
託
式

が
、
第
二
部
と
し
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
：
企
業
の

社
員
研
修
や
補
助
犬
受
入
研

修
に
必
要
な
基
本
的
概
念
」

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

補
助
犬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
盲
導
犬
・
介

助
犬
・
聴
導
犬
が
登
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
一
部
を

実
演
。
盲
導
犬
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
昨
年
、

盲
導
犬
を
連
れ
た
男
性
が
線

路
に
転
落
し
死
亡
し
た
事
故

か
ら
、
周
囲
の
人
が
危
険
に

気
づ
い
た
時
の
声
掛
け
と
し

て
、
「
危
な
い
」
な
ど
、
本

人
が
自
分
の
こ
と
で
あ
る
と

自
覚
し
に
く
い
言
い
方
で
は

な
く
、
「
杖
を
持
っ
た
方
、

止
ま
っ
て
下
さ
い
」
と
具
体

的
な
行
動
に
つ
な
が
る
伝
え

方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。

補
助
犬
パ
ピ
ー
委
託
式
で

は
、
今
年
６
月
に
生
ま
れ
た

子
犬
10
頭
の
う
ち
６
頭
が
、

同
協
会
の
顧
問
か
ら
各
ス
ポ

ン
サ
ー
企
業
・
団
体
に
手
渡

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
が

発
表
さ
れ
た
。

な
お
、
松
本
（
純
）
常
任

理
事
が
手
渡
し
た
子
犬
は
、

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
に
よ
り

「
結
（
ゆ
い
）
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。

　O157発症の報道が相次ぎ、社会
の関心も高まっています。
　『日医ニュース』に同梱している「健
康ぷらざ」（日医ホームページからダ
ウンロードも可能）では、過去数回
（No.80、127、343、404）、食中毒
について取り上げていますので、ぜひ、
患者さんへの説明や待合室などの掲示
にご活用下さい。

日医広報課

「健康ぷらざ」のご活用を

健康ぷらざ
http://www.med.or.jp/people/plaza/

企画：
日本医師会吐き気、腹痛、下痢！？

－食中毒にかかったら－

指導：実践女子大学食生活科学科 教授 竹田 美文

（９）第９８０号 〔第３種郵便物認可〕平成１４年７月５日日　医　ニ　ュ　ー　ス

◆
待
合
室
等
に
掲
示
し
、
患
者
さ
ん
に
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

水分を十分に
とりましょう
脱水症状を起こしやすい

ので、こまめに水分をとる

よう心がけましょう。水分

と電解質を効果的に補給で

きるスポーツ飲料を飲むの

もよいでしょう。

食事の後に急に吐き気がして食べ物を吐いたり、腹痛や下痢が続いたら、

食中毒かもしれません。食事をしてから症状が出るまでの時間は、原因とな

る菌の種類により様々です。食後３時間くらいで症状が出ることもあれば、

数日たってからの場合もあります。ときに命に関わることもあります。少し

でも食中毒の疑いがあるときは、できるだけ早く医師の診察を受けましょう。

万が一食中毒にかかったときは

二次感染を防ぎましょう
食中毒を起こす菌の中には、O157 などのように二次感染を引き起こす

ものもあります。石鹸での手洗いを励行するのはもちろん、料理に使った

まな板などの調理器具も、よく洗って消毒しておきましょう。患者さんが

吐いたものや便の処理にはゴム手袋などを使い、使った手袋や容器は、熱

湯やアルコールで消毒する必要があります。また、患者さんの入浴は最後

にして、特に乳幼児を患者さんの後に入れないように気をつけてください。

吐いたもので
窒息しないように
吐き気が続くようなら、

横向きに寝るなどして、吐

いた物で窒息しない姿勢を

とりましょう。

夏は特にご用心！

　食中毒は、食べ物や飲み物などが原因で起こり、下痢や嘔吐、腹痛、発熱などの症状がみられます。
ムシムシして暑い梅雨時や夏は、特に細菌による食中毒が多くなります。
　有名な細菌は、カンピロバクターや病原性大腸菌、サルモネラなどで、これらの細菌は食肉と
なる動物の腸の中にもいますが、精肉するときに食肉の表面に付着します。これを洗い流さず、ま
た十分に加熱せずに食べた場合に食中毒になることがあります。

暑くて湿度の高い夏は…

－細菌による食中毒－
指導 ：  米沢記念桑陽病院内科 川野 豊一

　食中毒の原因となる細菌がついていても、小さくて目に見
えるものではないので分かりません。しかも、食べてすぐに
ではなく、数時間から数日後に症状が出ることもあります。
　細菌性食中毒の予防には、食中毒菌を「つけない」「ふやさ
ない」「殺菌する」が3原則です。そのためには、手やまな板、
包丁などをよく洗う、食品を室温で放置せずに冷蔵や加熱
する、生の食品と加熱済みの食品を分けることなどが重要
です。特に、肉は生で食べずによく熱を加えましょう（細
菌性食中毒の予防には75℃、1分以上）。

　軽い場合は、腹痛や下痢になっても
水分を補給し安静にすれば数日で体調
が戻ることもありますが、重い場合は、
水のような下痢が頻繁に出たり、腹痛
も激しく、便に血液が混じることもあ
ります。また、命にかかわることもあ
りますので、早めにかかりつけの医師
を受診しましょう。そのときには、同
じような症状の人が自分のまわりにい
るか確かめておきましょう。

食中毒を予防するには

早めにかかりつけの医師を
受診しましょう

つけない

　軽い場合は、腹痛や下痢になっても
水分を補給し安静にすれば数日で体調
が戻ることもありますが、重い場合は、
水のような下痢が頻繁に出たり、腹痛

早めにかかりつけの医師を
受診しましょう

殺菌する

菌性食中毒の予防には75℃、1分以上）。菌性食中毒の予防には75℃、1分以上）。

ふやさな
い  

月別の食中毒件数とその内訳（2010年：全国）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月 12月

厚生労働省：平成22年食中毒統計調査より

殺菌する

細菌によるもの

ウイルスによるもの

その他（自然毒など）

140

120

100

80

60

40

20

0

件

企画：
日本医師会
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平
成
29
年
度
日
医
総
研
セ
ミ
ナ
ー

平
成
29
年
度 
第
３
回

 

医
師
主
導
に
よ
る
医
療
機
器
開
発
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
創
出
・
事
業
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー

書
籍
紹
介

◆
日
時
：
10
月
７
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時
10
分

◆
場
所
：
日
医
会
館
小
講
堂

◆
テ
ー
マ
：
生
命
倫
理
に
つ

い
て
─
終
末
期
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
─

◆
参
加
費
：
無
料

◆
参
加
対
象
者
：
医
師
会
員

及
び
公
募
の
一
般
参
加
者

◆
申
込
方
法
：
日
医
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
専
用
サ
イ
ト

（https://www.med.or.jp/

ssl/souken/
）
か
ら
申
し

込
み
願
い
た
い
。

◆
主
催
：
日
医
、
経
済
産
業

省
関
東
経
済
産
業
局

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
他

◆
日
時
：
９
月
30
日
（
土
）

午
後
１
時
～
５
時

◆
会
場
：
ス
ペ
ー
ス
ア
ル
フ

ァ
三
宮
（
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

総
合
教
育
研
究
所
）

◆
参
加
者
：
医
師
・
医
療
関

係
者
、
大
学
・
研
究
機
関
、

製
販
企
業
、
も
の
づ
く
り
企

業
、
行
政
・
支
援
機
関
の
方

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
参
加
希
望
者

は
、「
日
本
医
師
会
医
療
機
器

開
発
支
援
窓
口
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://jmamdc.

med.or.jp/

）
か
ら
申
し
込

み
願
い
た
い
。

◆
申
込
締
切
：
定
員
（
１
０

０
名
）
に
な
り
次
第
締
め
切

る
。

◆
主
な
講
習
内
容
：

・
事
業
説
明

・
講
演
①
「
未
定
」
（
酒
井

良
忠
神
戸
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
外
科
系
講
座
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
回
復
学

特
命
教
授
）

・
講
演
②
「
再
生
医
療
に
お

け
る
医
工
連
携
の
可
能
性
と

実
例
の
紹
介
」
（
寺
村
岳
士

近
畿
大
学
高
度
先
端
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
再
生
医
療
部
医

第
48
回
（
平
成
29
年
度
）

全
国
学
校
保
健
・
学
校
医
大
会

◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ
：
「
輝
け

る
未
来
を
築
く
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
～
今
、
学
校
医
が

ド
ク
ト
ゥ
ー
ル

白
ひ
げ
回
顧
録

齋
藤
晴
比
古
　
著

社
会
保
険
料
控
除
を
希
望
す
る
方
は

早
め
に
加
入
を
！

国
民
年
金
基
金
の
掛
金

は
、
２
カ
月
遅
れ
の
引
き
落

と
し
と
な
る
た
め
、
新
規
加

入
の
場
合
、
９
月
の
中
旬
ま

で
に
申
出
書
を
受
け
付
け
る

と
、初
回
の
引
き
落
と
し
は
、

11
月
１
日
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
基
金
掛
金
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
12
月
引
き
落
と
し

分
（
本
年
は
12
月
１
日
）
ま

で
な
の
で
、
平
成
29
年
は
２

カ
月
分
が
控
除
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
一
括
納
付
の
手

続
き
を
し
た
場
合
は
来
年
３

月
分
ま
で
納
付
で
き
る
た

め
、
平
成
29
年
は
７
カ
月
分

を
控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

基
金
へ
の
加
入
は
随
時
受

け
付
け
て
い
る
が
、
本
年
の

控
除
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
早
め
の
加
入
手
続
き
を

お
勧
め
す
る
。

─
◇

─

ご
希
望
の
方
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

国
民
皆
保
険
の
下
で
、
日

本
の
医
療
は
「
費
用
」
「
受

診
し
や
す
さ
」
「
治
療
の
質
」

の
点
で
、
世
界
で
も
高
い
水

準
に
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
財
政
が

医
療
危
機

─
高
齢
社
会
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン

真
野
俊
樹
　
著

危
機
に
瀕
す
る
中
で
医
療
費

の
高
額
化
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
国
民
皆
保
険

と
財
政
規
律
を
両
立
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
。

著
者
は
本
書
の
中
で
、
医

療
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
、
医
療
の
中
心
を

担
う
医
師
と
患
者
の
意
識
改

革
が
必
要
だ
と
指
摘
。
そ
の

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、

諸
外
国
で
行
わ
れ
て
い
る
医

療
改
革
や
患
者
と
医
療
者
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら

示
し
て
い
る
。

国
民
皆
保
険
は
世
界
に
冠

著
者
は
、
来
年
古
希
を
迎

え
る
徳
島
市
在
住
の
医
師
で

あ
る
。
病
院
勤
務
を
経
て
、

１
９
９
６
年
に
徳
島
逓
信
病

院
の
院
長
に
就
任
。
２
０
１

７
年
に
定
年
を
迎
え
、
そ
の

節
目
に
半
生
を
振
り
返
っ

た
。全

13
話
か
ら
な
り
、
内
分

泌
・
代
謝
の
専
門
医
と
し
て

患
者
と
向
き
合
っ
た
体
験
、

ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
の
１
０

０
円
玉
探
し
、
あ
の
王
貞
治

さ
ん
か
ら
院
長
室
に
掛
か
っ

て
き
た
電
話
の
内
容
も
明
か

さ
れ
る
。

全
編
を
貫
く
の
は
、
仕
事

で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、

事
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
す
る

探
求
心
の
旺
盛
さ
で
あ
る
。

学
部
講
師
）

・
講
演
③
「
医
師
と
の
連
携

に
よ
る
医
療
機
器
開
発
」

・
講
演
④
「
未
定
」
（
石
北

直
之
国
立
病
院
機
構
渋
川
医

療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
医
長
）

・
開
発
講
座
「
医
療
機
器
開

発
事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
」（
内

田
毅
彦
日
本
医
療
機
器
開
発

機
構
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
医
療
現
場
か
ら
の
ア
イ

デ
ア
発
掘
の
必
要
性
と
開

発
・
事
業
化
支
援
の
あ
り

方
」

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
総
研
〔

03
─

３

９
４
２
─

６
４
７
５
（
直
）

supportdesk@jmamdc.

med.or.jp

〕

※
な
お
、
当
日
は
、
「
医
療

機
器
開
発
に
役
立
つ
展
示
ブ

ー
ス
」
で
ア
イ
デ
ア
登
録
や

今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
情
報

・
基
調
講
演
：「
小
児
が
ん

治
療
の
進
歩
と
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
に
つ
い
て
」
（
平
山
雅
浩

三
重
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
小
児
科
学
教
授
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

①
「
こ
ど
も
の
生
活
習
慣
病

の
現
状
と
課
題
」
（
菅
秀
国

立
病
院
機
構
三
重
病
院
副
院

長
）

②
「
性
教
育
は
誰
が
す
る

の
？
」
（
村
松
温
美
市
立
伊

勢
総
合
病
院
産
婦
人
科
部

長
）

③
「
教
育
と
医
学
が
支
え
る

子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
」
（
長
尾
圭
造
長
尾
こ
こ

ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

●
特
別
講
演
「
伊
勢
の
神
宮

と
日
本
の
精
神
文
化
」
（
清

水
潔
皇
學
館
大
学
長
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
地

域
医
療
第
二
課
〔

03
─

３

９
４
２
─

６
１
３
８
（
直
）〕

※
当
日
は
会
場
内
に
託
児
所

を
無
料
で
設
置
す
る
予
定
。

利
用
希
望
者
は
申
込
用
紙
に

記
入
願
い
た
い
。

を
受
け
取
れ
る
メ
ン
バ
ー
登

録
が
で
き
る
他
、
ア
イ
デ
ア

を
有
す
る
先
生
向
け
の
個
別

の
案
件
相
談
（
要
事
前
申
し

込
み
）
や
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

に
よ
る
情
報
交
換
会
（
有

料
・
要
事
前
申
し
込
み
）
も

開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
頂
き

た
い
。

た
る
仕
組
み
で
あ
り
、
こ
れ

を
形
骸
化
す
る
こ
と
な
く
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
一

冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

９
５
１
円
（
税
込
）

発
行　

中
央
公
論
新
社

03
─

５
２
９
９
─

１
７
３
０

末
期
─
臨
床
医
か
ら
見
た
ラ

ス
ト
ス
テ
ー
ジ
」
（
澤
倫
太

郎
日
医
総
研
研
究
部
長
）

・
第
２
講
「
人
生
の
終
末
期

の
医
療
を
決
め
る
、伝
え
る
」

（
田
中
美
穂
日
医
総
研
主
任

研
究
員
）

・
第
３
講
「
終
末
期
医
療
の

中
止
の
許
容
性
：
わ
が
国
に

お
け
る
関
連
裁
判
例
の
分

析
」
（
前
田
正
一
日
医
総
研

客
員
研
究
員
／
慶
應
義
塾
大

学
教
授
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
総

研
〔

03
─

３
９
４
２
─

７
２

１
５
（
直
）〕

◆
申
込
締
切
：
９
月
29
日

（
金
）
。
た
だ
し
、
定
員
（
１

０
０
名
）
に
な
り
次
第
締
め

切
る
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
： 

・
第
１
講
「
そ
れ
ぞ
れ
の
終

で
き
る
こ
と
～
」

◆
主
催
：
日
医

◆
担
当
：
三
重
県
医
師
会

◆
日
時
：
11
月
18
日
（
土
）

午
前
10
時
～

◆
会
場
：
三
重
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
／
ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
津

◆
参
加
者
：
日
医
会
員
及
び

学
校
保
健
に
関
係
の
あ
る
専

門
職
の
者 

◆
参
加
費
：
２
０
０
０
０
円

（
昼
食
・
懇
親
会
費
を
含
む
）

◆
申
込
方
法
：
都
道
府
県
医

師
会
を
通
じ
て
行
う
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

●
分
科
会

①
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
②
耳
鼻

咽
喉
科
③
眼
科

●
開
会
式
・
表
彰
式

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
学
校
に
お
け
る
子

ど
も
た
ち
の
健
康
教
育
に
つ

い
て
」

　ニュースポータルサイト「日
医on-line」では定例記者会
見の映像等、さまざまな情報
をご覧頂けるようになってい
ます。ぜひご活用下さい。

http://www.med.or.jp/nichiionline/

救
急
搬
送
さ
れ
た
34
歳
の
女

性
が
「
総
入
れ
歯
」
だ
っ
た

こ
と
に
疑
問
を
も
っ
た
こ
と

か
ら
解
明
し
た
「
潜
在
型
の

偽
性
副
甲
状
腺
機
能
低
下

症
」
は
、
世
界
で
初
め
て
の

症
例
報
告
だ
っ
た
。

十
二
指
腸
液
の
逆
流
に
よ

る
強
烈
な
胸
や
け
に
は
リ
ン

ゴ
が
効
果
が
あ
る
こ
と
、
胃

が
ん
の
手
術
後
に
起
き
る
腸

閉
塞
に
は
あ
る
ツ
ボ
の
指
圧

が
有
効
な
こ
と
な
ど
、
自
ら

が
患
者
と
し
て
発
見
し
た
情

報
も
紹
介
。
読
ん
で
い
て
面

白
く
、
タ
メ
に
な
る
一
冊
と

な
っ
て
い
る
。

定
価　

１
６
２
０
円
（
税
込
）

発
行　

近
代
文
藝
社

03
─

３
９
４
２
─

０
８
６
９
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知っておきたい！！

　今年10月に開催される世界医師会シカゴ総会で、横倉義武
会長が第68代世界医師会長に就任する。今号では、世界医師
会について紹介する。

　世界医師会（World Medical Association：WMA）は、1947
年9月17日、パリにおいて27カ国の医師が一堂に会し、第1回総

会を開催したことを契機として設立されました。
　現在の本部は、スイスのジュネー
ブに近いフランスのフェルネイ・ボ
ルテアにあり、各国医師会のNGO
の連合体として、政府から独立した
積極的な活動を続けています。
　毎年、春に中間理事会、秋に総会
を開催している他、医の倫理や社会
医学に関連するテーマを中心に、個
別の会議が開催され、WMAの活動
内容の充実を図っています。
　WMAの目的は、医学教育・医学・
医術及び医の倫理における国際的水準をできるだけ高め、また世界の全
ての人々を対象にしたへルスケアの実現に努めながら人類に奉仕するこ
とにあります。
　WMAでは、委員会、理事会、総会などの自由に討議する場において、
高い水準の医の倫理の下で活発な意見交換が行われています。そして、
さまざまなテーマを取り上げ、共有すべき意見を、宣言、声明、決議と
して広く世界の医療界に公開し、各国の医療の質の向上に資するよう奨
励しています。
　その他、世界保健機関（WHO）、国連、国際赤十字などの国際機関、
あるいは若手医師ネットワークという世界の若い医師に意見交換の場を
提供し、こうした組織と緊密な連携を保ちながら、その活動内容の拡充
と充実に努めています。
　これらの活動は、各国の医師の団結を一層強固なものとし、医師とし
ての使命を共有しつつ、医師の能力を高め、あらゆる環境において患者
のケアを助け、世界中の人々の保健レベルの向上に貢献しています。

世界医師会とは、どのような組織ですか

これまでにどのような宣言や声明を採択していますか

　WMAの宣言や声明は、幅広い領域にわたる問題をカバーして
います。主なものとしては、医の倫理の根本原則を謳

う た

った「ジュ
ネーブ宣言」「医の国際倫理綱領」、人間を対象とした医学研究に携わる
医師への倫理ガイドラインとしての「ヘルシンキ宣言」、プロフェッシ
ョナル・オートノミーの重要性を述べた「ソウル宣言」、患者の権利を
扱う「リスボン宣言」などがあり、その他、さまざまな文書が採択され
ています。
　採択された宣言や声明は、時代に合わせて更新され、医療の進展を反
映した内容を保持しています。

A

現在の加盟医師会数と執行部について教えて下さい

　WMAに加盟するには、その国を代表する組織でなければなら
ず、各国ごとに1つの医師会しか加盟することができません。現

在では、世界各国の112医師会が加盟しています。
　執行部は、会長職（次期、現、前）、議長、副議長、財務担当の役員
6名、常設委員会（医の倫理・社会医学・財務企画）の委員長3名、事
務総長で構成されており、その他、理事が25名います。

WMA執行部（9月5日現在）
会　　長 ケタン・デサイ インド医師会元会長
次期会長 横倉義武 日医会長
前会長 マイケル・マーモット イギリス医師会元会長
理事会議長 アーディス・ホヴェン アメリカ医師会元会長
理事会副議長 フランク・ウルリッヒ・モンゴメリー ドイツ医師会長
財務担当役員 アンドリュー・ディアデン イギリス医師会理事
医の倫理委員会委員長 ハイジ・ステンスミレン スウェーデン医師会長
社会医学委員会委員長 ミゲル・ジョルジュ ブラジル医師会理事
財務企画委員会委員長 レネ・ヘイマン オランダ医師会長
事務総長 オトマー・クロイバー氏

WMAと日医との関わりは

　日医は、1951年の第5回WMAストックホルム総会において、
ドイツ医師会と共にWMAに加盟しました。その後は、1975年

に「医療資源の開発と配分」を、また、2004年に「先端医療と医の倫理、
ITの進歩と医療」をそれぞれテーマとして、東京総会を開催しました。
　また、1971年、2014年に東京理事会、2013年にWMAヘルシンキ宣
言改訂専門家会議を開催しています。
　現在、横倉会長が世界医師会次期会長を務めている他、3名の理事（松
原謙二副会長、道永麻里常任理事、角田徹東京都医師会副会長）を擁し
ています。
　また、151,000人と最も多くの会員数を申告しており、会費納入実績
においても最大の貢献をしています。

Q

日本人でWMAの会長になるのは、横倉会長で何人目ですか

WMA会長としての任期は何年ですか

　これまでに武見太郎元会長が1975年に第29代WMA会長に、
坪井栄孝元会長が2000年に第52代WMA会長に就任しており、

横倉会長で3人目となります。

　横倉会長は、本年10月のWMAシカゴ総会でWMA会長に就
任しますが、会長としての任期は来年10月にアイスランドで開

催されるWMAレイキャビク総会までの1年間になります。その後は
WMA前会長（任期1年）に就任する予定です。

左からケタン・デサイWMA会長、横倉WMA次期会長、マイケル・マーモットWMA前会長

フランス スイス
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